On the Fukigoshi Formation (new name) of the Monobe Area, Kochi Prefecture, Japan by 田代,正之 et al.
高知県物部地域の白亜系吹越層（新称）について
　　田代正之米・松田智子゛・香西　武“・甲藤次郎゛
　　　　　（＊理学部地質学教室.＊＊物部村立大栃小学校）
On the Fukigoshi Formation （ｎｅｗname) of the
　　Monobe Area, Kochi Prefecture, Japan
　　Masayuki Tashiro. Tomoko Matsuda.
　　　　Takeshi KOZAI and Jiro Katto
キ　Ｄｅｐａｒtｍｅｎt ｏｆ Ｇｅｏｌｏｇｙ， Ｆａｃｕlり０／ Ｓｃｉｅｎｃｅ，
＊卑Ｏｄｏｃｈｉ Ｅｌｅｍｅｎはｒｙ ＳｃＫｏｏｌ ｏｆ Ｍｏｎｏｂｅ， Ｋａｍｉ-ｇｕ,1
　Abstract : This paper deals with the description of the Cretaceous Fukigoshi Formation
Cnew name) which is cropping out near the Nagase Dam-site, Monobe Area, Kochi
Prefecture. The Formation is divided into the lower and upper members. The lower
member is composed of mainly dark･gray siltstone. The upper member is composed of
sandstone and dark･gray siltstone in alternations. Several conglomerate beds insert in
the member. The three molluscan bearing bed, also interbed in the upper member. The
geological age of the Fukigoshi Formation is･probably determinable from the Upper Albian
to the Lower Cenomanian, judging from the occurrence of the fossils. This Fukigoshi
Formation is comformably covered by the Cenomanian Nagase Formation on the upper
side, and contact with the Jurrasic Torinosu Group on the lower side, boundarred by a
fait, so called Fuikoshi Tectonic line.
は　じ　め　に
　高知･県香美郡香北町東方の永瀬ダム付近の白亜系については，最近多くの軟体動物化石や微化石
などの産出により，その生層位学的研究が急速に発展しつつある1)2)3)特に上部白亜系の永瀬層．
　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■を〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　・椿佐古層ｏについては，頭足類化石をはじめとして，多くの研究者による論文が，日本古生物学会
特別号第26号として編集されつつある．
　今回著者らは，永瀬層の下部あるいは√荻野層として塗色されていた永瀬ダムの南方(右岸)の
道路沿いの３地点より二枚貝，巻貝を主とする化石を採集した．これらの化石を層位学的観点より
考察した結果，いくつかの興味ある新事実を認めたので報告する．
地質の概要
　永瀬ダム付近の白亜系は，かつて藤田により，下部白亜系上部物部川層群の上韮生層とされてい
た5）が，甲藤・須鎗は，永瀬ダム付近およびその東方物部川（上韮生川）の支流の椿佐古川流域よ
り，ギリヤーク世および浦河世の貝化石を発見して，本地域の白亜系を上部白亜系として上韮生層
から区別し，ギリヤーク世化石を含む砂岩優勢な部分を永瀬層，浦河世化石を含む泥岩優勢な部分
を椿佐古層とした4）.また永瀬層の下位の泥岩・砂岩の互層を主とする部分については，香北町荻
野付近を模式地とする下部白亜系荻野層4Jにその岩相の類似より対比した．しかし，その古生物学
的証拠は十分ではなかった･
　本地域の“萩野層”は永瀬ダム左岸のダムより，上流に向かって，地層の走向かほぽ垂直に通る
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道路端に，せまく分布しており，下位（南側）はジュラ系鳥巣統と断層で接し，上位（北側）は永
瀬層に漸移する．本層より得た軟体動物化石と荻野層（模式地）の軟体動物化石との比較より，両
者間には，ファウナ的にも推定される地質時代からもかなりの差異がみとめられるので，ここでは
本地域の“荻野層”を，模式地の荻野層から区別し，吹越層の新地層名を付した．その詳細は，下
記の通りである．地層名は，永瀬ダム北東500 m地点に点在する吹越部落の地名に由来する．
第１図　位　置　図
　従来荻野層，あるいは相当層とされた地IE (A, B, C)の位匠を示す．
　吹越層（新称) (Fukigoshi Formation)
　岩　　　相
　本層は一般に泥岩勝ちの優白色砂岩と暗灰色泥岩の互層よりなる．岩相により，より泥岩勝ちの
下半分を下部層とし，やや砂岩か目立ち，篠岩層の薄層を挾む上半部を上部層とする．
　下部層，層厚約150 m : 暗灰色シルト質泥岩（層厚10～20 m）と細粒～中粒の優白色砂岩（層
厚1～10m）の互層である．
　上部層，層厚約170 m : 粗粒～中粒の優白色砂岩（層厚3～10m）と暗灰色シルト質泥岩（層厚
5～30m）の互層である．一般に，下位より砂岩または篠質砂岩→砂岩→無層理塊状の暗灰色シル
ト岩→暗灰色シルト質泥岩と重なり，これを１サイクルとすれば少なくとも５回のサイクルがみと
められるが必ずしも規則的ではない．砂岩から泥岩に移る部分にはまれに細互層がみられ，砂岩と
泥岩か各々の層厚10 cm くらいで漸移する．厚く発達する砂岩の下部に発達する薄い篠岩層の篠
3ろ
は径３ ･cm 位を最大とし，しばしば所属不明の力牛化石をふくみ，一般によく,円磨されている･
篠種はほとんどチャートであるが，泥岩・砂岩もみられる．
第２図　永瀬ダム付近の地質略図
　Ｈ八DA et al. (1982, m. s.)">による地質図を部分的に改訂
　Loc. 1, 2, 3,は二枚貝化石産地，化石は表１を参照
　分　　　布
　本層の模式地での分布は狭く，高知県香美郡香北町永瀬ダ４サイトの上流側両岸付近にかぎら
れ，走向はほぽN80°Ｅ，で傾斜はほぼ70°北側への単斜構造を示している．分布の南限（下部）は，
ジュラ系鳥巣統と殆んど走向性の断層によってたたれ，北限はギリヤーク統の永瀬層に整合関係で
おおわれている．
　岩相および産出化石の一部より，おそらく本層に対比される地層は，物部川支流の楷佐古川の川
口近くに分布する．．ここでは走向N70°Ｅ，傾斜60°～70°南側への単斜構造を示し下半部は暗灰色
泥岩を主とし，上半部では砂岩層をひんぱんに挾む．また上半部のシルト質泥岩からは,Ｚｏｏｂｈｊｉｃｏs
を多産する．また模式地より産する化石と共通する化石１種（Ｃｒａｓsｏstｒｅｏ ｋａｔむａｕｃｈｉｄｅｍｉｓTAMU-
ＲＡ）を採集している．下部は模式地と同様にジュラ系鳥巣統と断層関係であるが，上部は上韮生
層（＝日比原層）の上部の暗灰色泥岩（石灰質ナンノ化石の検出結果では，日比原層と同時代の
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Upper Albian を示すEiffellithｕｓ　lｕｒｒiｓeiがel、Ｅ.　Iｒａｂｅｃｉ£Iａｉｄｓの出現が述べられている3’）に類
似した泥岩層とほぽ走向性の断層で境される．
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第３図　吹越層（新称）の柱状図･
第４図　永瀬ダムの西岸沿いのルートマップ
　１：篠岩　２：砂岩　３：シルト岩　４：砂岩，頁岩互層
　５：頁岩　６：石灰岩
ろ5
　産出化石の考察と地質時代
　本層から，筆者らは生辰化石Ｚｏｏｐｈｙｃｏｓ・ 力牛化石を除けば，３地点より軟体動物化石産地を発
見した．　これらは，いずれも上部層中の暗灰色シルト質泥岩から産出したものである．
　下位の産地(Loc. 1)からは, 　Ｐａｒりａｍｕｉｓiｕｍsp. の内型の１個体のみであり，本標本の内肋は
二次肋か顕著でない点で，二次肋を持つ有田統のＰ ａｒｕａｍｕ＾iiｕmkimｕＴａｉ(HayamOや宮古統の
Ｐ .　ｈｉｎａｇｅｎｓiｓTamura や上部宮古統の日比原層上部や熊本県の砥用層に多産するＰ(ｉｒｕａ７ｎｕｓｓi-
36 　高知大学学術研究報告　第30巻　　自然科学
－--－－--－－--－－－--－--－
urn sp. とは異なり、ギリヤーク世～浦河世に出現するＰ ａｒｖａｎｉｕｉｓiｕｍ ｃｏｔりｂｅｎｌ ｙｕbaｒｅｎｓiｓ(ＹＡ-
BE and ＮＡＧＡＯ)に近いと思われる．
　中位の産地からは、表１の如く21種の二枚貝他かなりの巻員化石か得られる．
　これらの中で、Ｇｏshoｒａｉａ 　ｅｒｅれｕlatt£ｓ(ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ)、ＭａＵｕｍｏtｏａ ｕniｓｕｌｃａｉａ(ＡＭＡＮＯ)、
Antho､2ya sp.、Ｃｒａｓｓｏstｒｅａ ｌとαｕ、ａｕｃｈｉｄｅｎｓｈ ＴＡＭＵＲＡ、i＾ａｎｏｎａりiｓ ａｆｆｉ、ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓils(ＳＣＨＭＩＤＴ)6)
は、熊本県御所浦層群(Upper most Albian～Lower Cenomanian)と共通し、／）．(λ．)ｍａｓfii-
feenｓtｓ(ＴＡＭＵＲＡ and ＴＡＳＨＩＲＯ)、Ｋｏｍｉｏｄｏｎ ｍａＵｕbaｓｅｎsｈ　ＴＡＭＵＲＡ、Ｇｏｓhoｒａｉａ ｃｒｅｎｕlaiｕｓ
(ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ)、Ｍａtｓｕｍｏtｏａ ｕｎｈｕｌｃａtａ(ＡＭＡＮＯ)、Ｇりｃｙ７ｎｅｒi･s(Ｐsｅｕｄびひｅｌｅはｃｅｉａ)mifｕｎｅｎｓiｓ
ＴＡＳＨＩＲ０、Ｃｒａｓｓｏｓtｒ！ａ　ｋａ-ｗａｕｃｈｉｄｅｍｈ ＴＡＭＵＲＡ、などは、熊本県の御船層群産の種と共通す
る．
　　　　　　　　　　　　　第１表吹越層の二枚貝化石
-　　　　一　　一一一一一一一一一一一一一一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　Fukigoshi For由ation
Loc. 1
　　Parva・,lｕｓｓiｘｉｍ ｃｆ. ｃｏＴｕｐｅｒi ･ｙｕbaｒｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡｏ）
Loc. 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_，
　　ＮtiCｕia（Ｐｅｃtiiiｕｃｕla) SP.
　　Ａｃｉｌａ（Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ) cf. demessa FiNLAY
　　Ｍｅｓｏｓａｃｃｅｌｉａ sp.
　　Ｐｏｒtlandia sp.
　　Ｎａｆｌｏ？laｖiｓ aff. ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ（ＳＣＨＭＩＤＴ）
　　Ｅｏｎａｖicｕla　sp.
　　Ｍａtｓｕｍｏtｏａ ｕniｓｕｌｃａtａ（ＡＭＡＮＯ）
　　Glycymeバぶ（Ｐｓｅｕｄｏでｅｌｅtｕｃｅは）ｍt／ttｎｅｎｓiｓＴＡＳ田RO
　　Ｓ４
　　Ｅｎtoliｕｍ Ｃｉ.　ｏｂｏｖａtiim（ＳＴＯＬＩＣＺＫＡ）
　　Ｎゆかｏｎｏｎｅｃtｅｓ ｎ． sp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉｌ
　　Anoinya Ｓｐ･
　　ＣΓαぶｊθμ,？αゐαｔむauchidensi∫Tamura
　　"Ostrea”sp･
　　Ｐｔｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(Acanth･ｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｉｉｉａｓih,ifeenｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡ and ＴＡＳＨＩＲＯ）
　　p. (A.)■ｍｏｎｏｈｅａｎａTashiro and KOZAI
　　Ｐ．（Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ) imａｎｉｓhii（ＮＡＫＡＮＯ）
　　Ａｎtｈｏｎｙａｃｆ. 　ｍｉｆｕｎｅｎｓiｓTamura
　　Ｃｙｍｂｏｐｈｏｒａ sp.
　　Ｋｏｍｉｏｄｏｎ ｍａtｓｖｂａｓｅｎｓiｓ Tamura
　　Ｇｏｓhoｒａｉａ ｃｒｅｎｕlatｕｓ（ＭＡＴｓＵＭＯＴＯ）
Loc. 3
　　Acilα（Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ）げ，ｄｅｍｅｓｓａ ＦｌNLAY
　　Ｎａｎｏｎａｕtｓ aff. ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ(Schmidt)
　　ＮｉＡｔｏｎｏｎｅｃtｅｓ ｎ. Sp･
　　？αΓｗ
　　Ｐ£ｅｒｏtパｇｏｎｉａ（Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｉｍａｎｉｓhii（ＮＡＫＡＮＯ）
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　Acila (Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ) cf demessa FiNLAY,Ｋｎtoliｕｒｎ cf. obovatum (STOLICZKA),Ｋｏｎａｖicｕla
sp.,'Ｎｉｂｐｏｏｎｏｎｅｃtｅ％ ｎ.　ｓｐ.，Ｎｕｃｕla（Ｐｅｃtiれｕｃｕla) sp.,Ｐｏｒtｌａｎｄｉａ sp.,ＭｅｓｏｓａｃｃｅＺＩａ sp.,
はいずれも上記の御所浦・永瀬・宮ノ原層，御船層群には，未発見のものである．
　以上の事から，本化石産地の地質時代は，少なくともUpper-most Albian～Middle Cenomanian
が予測されるか，本層よりも上位の永瀬層の最下部からは, Lower Cenomanian のアンモナイト
Ｍａｎtｅｒｔｃｅｒａｓspp.が知られている3’のでUpper-most Albian～Lower Cenomanian の間.にある
と思われるが，御船層群と共通する化石の出現を考慮すれば, Loc. 2はLower Cenomanian と
考えた方が妥当であると思う．
　Loc. 2の二枚貝化石のうちＭａtｓｕｍｏtｏａ，Ｅｏｍtｏｄｏｎは汽水生貝化石の特徴属として知られて
いる．しかし，Ｍａtsｗｎｏtｏａ iぷnisiふＩｃａtａはかって, M. uれiｓｌｃａは　ｄｅｎｓｅｓtｒtａtａとしTamura
et at. (1967)'>　ｉｆｉ　ｕｎｈｕｌｃａtａの亜種として区別し, Tamura (1976)"により再び１ふniｓｕｌｃａtａ
のsynonymとされた形態に近く，筆者の一人田代は，御船層群中の熊本県下益城郡の八瀬戸や
西山峠の南方の産地で，本亜種がp. (A.)ｍａshifeenstｓ（ＴＡＭＵＲＡ and Tashiro),Ｋｏｍｉｏｄｏれ
ｍａtｓｕbaｓｅｎｓtｓ tamura,“＾ｕｃｕｌａｎａ” sp., Gりｃｙｍｅｒiｓ（Ｐ ｓｅｕｄｏｖｅｌｅtｕｃｅtａ）mifｕｎｅｎｓiｓTashiro
と共に産するのを観察しており，本地域では，さらに公海性の強いAcila,Ｎｕｃｕla，“Ｐ,ｏｒtｌａｎｄｉａ’≒
Ｎｉｂｂｏｎｏｎｅｃtｅｓ，などと共に産することは，注目すべきことであると思われる．
　上位の産地(Loc. 3)からの二枚貝化石は, (Loc. 2)とほぽ共通するが(Loc. 2)にないもの
としてＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｓｃａｂｒｏtｒtｇｏｎtａ）ｉｍａｎｉｓhii(NaKANO), Parりａｍｕｓｓiｕｍ ｃ?. ｃｏｖｕpeｒi ｙｕba-
ｒｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡＯ）があげられる．
　p. (s.)imanhhii　は時代不明確な北海道十勝地方のホロンベツ層からIMANISHI (1956)に
よりＰ，pocillifoｒmi％として報告された9Jため，ホロンベツ層の時代決定にある程度有効な三角
貝が得られたと思われたが，その後ＮＡＫＡＮＯ（1958）により　Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎtａの新種として訂正
されJホロンベツ層の地質時代の詳細は，依然として不明であった･
　Tamura and　Tashiro (1967)は, Scabｒｏtｒｉｇｏｎｉａの起源をＡｃａれthotｒｉｇｏｎｉａに求める,考え
を示したかIllその予測される出現の時代についてはふれてない．
　筆者らの観察では, p. (S.) imaれiｓhiiは瓦（λ.）obｓｏ£ｅはと密接な関係があり，おそらく
前者は後者より分枝したことはほぽ確実であろうと予測している（この問題については別に報告の
予定である）･
　現在までの知識では. p. (A.)obｓｏｉｅは　はUpper － most Albian （御所浦層群Ｕｂ）から
Lower Cenomanian （御所浦層群ｎｅ・獅子島）にかぎられていて, Middle Cenomanian （永瀬
・宮ノ原層・御船層群）以降では，おそらく滅びさったものと思われる．前述の　Loc. 2のファ
ウナの考察を加味して推測すれば，木種の出現はおそらくp. (A.)ohsｏｌｅｉａの生存期間中のあ
る時点に始まっていると考えられるので，ホロンベツ層の地質時代は少なくともUpper-most
Albian以降であり，本層Loc. 3同様のLower Cenomanian と考えられる．
　萩野層との比較
　高知県香美郡美良布の荻野付近に分布する荻野層4'の二枚貝化石については，ＡＭＡＮＯ(1957)１２Ｊ
Hayamiぴ965～66)13)による詳細な記載がある．筆者らが得た標本も合せて，作成した萩野層産
二枚貝のリストを表２に示す．
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第２表　荻野層産二枚貝化石（比較のために）
　　Amano (1957) , Hayami (1966)をもとに作成，荻野の×印は，筆者らか萩
　　野層の化石の模式産地から採集し，確認した程，佐川は文城層産の程.
　　　　　　　　　　　　　　　HaginoFormation
Sakawa
CｕｃｕｌｌａｅａｆｕｊｉｉHayami
ＴパgonαΓca sp. cf. T、obZｔｑｕａはAmano
Ｅｏｎａ、icｕla　ｐｒｏｌａは（ＡＭＡＮＯ）
ＭｏｄｉｏｌｕｓｆａｌｃａはSAMANO
ＧｅｒｖillaｒｉａＳｐ、ａ１１、Ｇ、haｒａｄａｅ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
Ｇｅｒｖilliac?. ｆｏｒbeｓｉａｎａd'Orbigny　　　　　　　ｊ
ＰＵｃａtｔ£ｌａＳＰ.
Ｐ､ｉｎｎａＳｐ、CI、Ｐ.ｒｏｂｉれａｌｄｉｎａD'ORBIGNY
Ｎｅｉtｈｅａ（Ｎｅttｈｅａ）ａｍａｎｏｉHayami
ＣｈｌａｍｙｓhikohｕｅｎｓiｓAMANO
Ｉｓｏｇｎｏｍｏｎｓp･
？μΓotrigonia (Ａｃａｎtｈｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｍｏｒｉａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）
Ｐｓｅｕｄｏｃａｄｉａsp。
Astarte sp･
Eriphyほ（Ｍりａｋｏｅｌｌａ）sp、cf. E. (M､）miｙａｋｏｅｎｓiｓ（ＮＡＧＡＯ）
Opis (Ｏ＊iｓ）ｋａｇｉｎｏｅｎｓiｓAmano
Ｐａｃｈｙtｈａｅｒiiｔsp.ci. Ｐ. ｆｅａｇａｈａｒｅｎｓiｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
Ｌａｅて｝ｉｃａｒdiｕｍ（r）ｃｏｒｐｕｌｅｎtｕＴｎ（ＡＭＡＮＯ）
Ｓｃｉttｉｌａsp. cf. S. ja戸ａ７･μαHayami
Ｉｓｏｃｙかｒinaaliｑｕａｎtｕla（ＡＭＡＮＯ）
Ｐａｎｏｐｅａ（Ｍｙｏｐｓiｓ)sp. cf. p. (M.)ｐｌｉｃａtａ(Sowerby)
Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａｓp、ａtl、Ｐ、ｃｏｒｎｕｅｌｉａｎａd'Orbigny
Cercomya (?）ｇt£ｒgitiｓ（ＰＩＣＴＥＴand Campiche)
Ｐｌｅｃtｏｍｙａｃｆ.　ａｒitａｇａｗａｎａHayami
Ｎｅｍｏｄｏｎｓｐ.
?????????
?????
???
×
Hagino
???
??
?????
×
×
　表１と表２の二枚貝のうち共通する種は，皆無である．また，属の構成でもかなりの差異がみら
れる．たとえば萩野層に多産する　Ｎｅｉtｈｅａ，Ｇｅｒｕillaｒia，Ｐｉｎｎａなどは吹越層にはみられない．
これらは種は異なるけれども，むしろ物部層や日比原層下部産の属と共通する．荻野産の三角
貝Ｐたrotn如?α（Ａｃ ａｎthotｒt　ｇｏｎｉａ）■ｍｏｒｉａｎａCYehara)は形態的には，吹越層産のＦ.（Ａ.）
■ｍｏｎｏｈｅａｎａよりもおそらく古いものと考えられる11)荻野層は堆積環境や地質時代の推測から考え
ても，吹越層とは異質のファウナであると思われる．また萩野層は同物部地域の下部白亜系の領石
層・物部層・柚ノ木層・日比原層の貝化石と共通する種も殆んどない．平田化石館所蔵の未公表の
荻野層産のアンモナイト化石は，松本・小畠両博士の私信によれば'，Ｃｈｅｒｏｎｉｃｅｒａｓらしいとのこ
とであり，それらか確実であれば，おそらくAptianということである．しかし，日比原層下部の
Lower Aptian のファウナとは異なっているので，おそらく　Aptian～Lower Albian 付近に位置
するものかもしれない．　したがって荻野層は，領石層～日比原層までの一連の堆積物中の間で未発
見のファウナである可能性もある．‘
　かって甲藤・須鎗(1956)により吹越層を荻野層として取り扱ったｏように，吹越層下部に挾ま
れる細粒の優白色の砂岩は領石～日比原層下部の砂岩よりも，荻野層の含化石砂岩と，肉眼的に著
しく類似している．　さらに重鉱物などによる詳細な検討が必要である．
永瀬層との関係
ろ9
　甲藤・須鎗(1956V'*による永瀬層は，本層の上部層の上半部を含み，その上位に位置する．し
かし，その部分はかなり泥岩勝ちであり（前述），殆ど厚い砂岩から構成される永瀬層の主部と異
なっていて，下位の“荻野層”（本論中の吹越層中の下半部）の一部と考えた方が良いと思う．両
者の境界は殆ど連続的と思われるか，柱状図に示したように，永瀬層の厚い砂岩層の下位の暗灰色
シルト岩と吹越層の暗灰色シルト岩の間に基底が磯岩から始まる砂岩の薄層が挾在する．後者のシ
ルト岩からは生痕化石Ｚｏｏｂｈｙｃｏｓが多量に産出するのに対し，前者にはみられない．したがって，
この磯岩を含む砂岩層をもって永瀬層の基底とする．
　　　　　　　　　　　　　第３表　宮ノ原石産二枚貝化石（比較のために）
　　　　　　　　　　　　　　　筆者らか採集し，確認した種
　　　　　　　　　　　　　　　Miyanohara Formation
Ｎｕｃｕｌａ sp.
1＾ｕｃｕｌａｎａ sp、
J ｄｎｎｅａｒca sp. 7. aff. ezoe､■tsts (Yabe and ＮＡＧＡＯ）
Ｇりｃｙｍｅｒiｓ（JｒｌａｎｃＬｉａ）ｄ、ｈｏｋｋａｉｄｏｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡＯ）
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ａｃａｎthotｒｉｇｏｎｉａ）ｐｕｓtｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）
p. (A.)ＴＹｉｉｆｕｎｅｎｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡ and ＴＡＳＨＩＲＯ）
Ｆ．（ん) n. sp.
？. (p.) bre、icｕla（ＹＥＨＡＲＡ）
ＡｎtJionｙａ Ｃｆ、ｍｉｆｕｎｅｎｓiｓTamura
"Ｌ.ｔｉｃｉｎｏ７ｎ♂sp.
Ｇｏｓhoｒａｉａ ｃｒｅｎｕlatｕｓ（ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ）
Pharμｊ（?) sp.
j）ｈｏｌａｄｏｍｙｃ Amano
第４表　永瀬眉産二枚貝化石（比較のために）
　　Tashiro and KOZAI (1982. m.s.).より
　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagase Formation
ＡＣｉほ（Ｔ ｒｕｎｒ.ａ.ｃ.ila）c1、ｈｏｋｋａｉｄｏｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡＯ）
Ｓｅｐtｉｆｅｒ cl、ｍｉｆｕｎ・iｓiｓTamura
Glycynieパｊ（Ｈａｎａｉａ）ｈｎｈｈａｉｄｏｅｉｉｓiｓ（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡＯ）
Ｇ．（Ｐｓｅｕｄｏ。ｅｌｅtｕｃｅ£ａ）ｍｉｆｕｎｅｎｓiｓTashiro
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓｃr、QiTiｔａｒｅｎｓiｓSORNAY
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ａｃａｎthotｒ iｇｏｎｉａ）ｈｉｇｏｅｎｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡ and ＴＡＳＨＩＲＯ）
？。（Ａ）＾７ｌａｓhih.ｅｎｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡ and ＴＡＳＨＩＲＯ）
？。(A. ) pusはlosa (NAGAO)
j）、（Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ＴｎｏｎｏｂｅａｎａTashiro and KOZAI
Myrtea aff、ｅｚｏｅｎｓｉｓ（ＮＡＧＡＯ）
Ｃｙｍｈｏｐｈｏｒａ ｏｋａｄａｋｅｎｓiｓ Tamura
＼ e^lolitｉｎａｃ１、ｖiifi。ｎｅｎｓiｓTamura
Ｍａt ｓｕｍｏ£ｏａ sｏ.
＊甲藤・須鎗4）が，永瀬層の模式地とした永瀬ダムサイトは，現在露出か悪いためTashiro et ａ卜）は猪
　佐古川流域を模式地として永瀬層を再定義したので，従来の永瀬層下半部の一部を含む吹越層上部は，今回
　永瀬層から区別している．
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　吹越層の下位は，鳥巣統と断層関係のため不明であるか，吹越層の特徴はUpper Albian の泥
岩優勢な公海性堆積相から，次第にLower Cenomanian の浅海性堆積相へ漸移していくいわゆる
上方粗粒化の傾向を示しており，さらにその上位のLower Cenomanian～Lower Turonian の浅
海性，あるいは汽水性をも示すと思われる永瀬層・格佐古層の堆積へと引き継がれている．吹越層
の上部層中のＺｏｏ＆hｖｃｏｓの堆積環境についての詳細は，不明であるが，この生痕化石が四万十帯有
岡層の下半部や，宇和島層群の下部や獅子島の御所浦層群中部層上部に出現しており1015)，いず
れも上方粗粒化の傾向か顕著で，その上位には下位よりも浅海生の軟体動物ファウナの出現をみる
ことではいずれも共通している．
　西南日本の白亜系との対比
　西南日本における吹越層とほぽ同時代(Upper AJbian～Lower Cenomanian)･の地層群は，九
州では御所浦層群，熊本県の宮地層，四国では日比原層・宮ノ原層・永瀬層・藤川層（徳島）など
が知られている．宮ノ原層の二枚貝化石ではＧｏｓhoｒａｉａむｒｅｎｕlatｕsがでる点では吹越層と共通す
るが，その他の二枚貝化石には， 　Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａなどの浅海生貝化石か特徴的で，共産するアンモ
ナイトからは本層よりも永瀬層に近い．
Katto　et
　　Suvari
恥is　　paper
　　　(1957
y
　＼Kajisako
　＼
　　χ
　　へ
　　　χ
　　　χ
　　　　χ
　　　　χ
　　　　　χ
　Nagase　x
Kaiisc]ko
Nagase
Fukigoshi
Hagino
Shikoku Kyushu
Kochi iTokushima
Fujikawa
田 ｜
Onogawa
千
Qoshonoura
｢‾
-1§
コ
li
Mifune
　Miyanohc]-
　　　　　ra
一一？一一
　Yotsuiiro
⊂
r）
の
コ
○
∃
(1)
⊃
四●(H
コ
Ｚ
ｎ
hi
｢‾
⊂
≫
〃
cr
四●0)
コ
Hibihara
Kurohara
Miyaji
Tomoc YotsushiroＫ
第５図　対　　比　　去
41
　藤川層に関する二枚貝ファウナの詳細は判らない．
　日比原層は，その上部層の上半部がUpper Albian におよんでいると思われるが，吹越層にみ
られるファウナは未発見である･
　九州の宮地層産の二枚貝は，本層と共通するものは全くない．
　御所浦層群の海生二枚貝はｎ ｂ， ｎ ｄ， ?ｂ部層にみられる．ｎｂは, Upper most Albian"' U
dは, lower Lower Cenomanian*'"と考えられ，ｍｂはMiddle Cenomanian の御船層群に対
比18゛され，いずれも本層よりもはるかに浅海生の貝化石で特徴づけられている．ただ鹿児島県獅
子島の御所浦層群には一部暗灰色泥岩に富み，生痕化石のＺｏｏｐｈｙｃｏｓ sp. やＦ ａｒｖａｍｕisiｕｍ，
Ｎａｎｏnav・is, p. (A.)ｂｕｓtｕloｓａ, p. (s.)oh%ｏｌｅｌａなどの二枚貝やＣｒｔｏｎｏｃｅｒａs，ＳtｏＨｃｚfeaia他の
アンモナイトで特徴づけられる部分が，中部層の上部付近にみられる19;その時代は御船層群に対
比される上部層よりも下位に, lower Lower Cenomanian とされる下部層よりも上位にあるので，
おそらくLower Cenomanian ということで，時代的にもよく符合する．二枚貝の属の構成は，こ
の部分が最も吹越層に近い．しかし，産出二枚貝化石の種の豊富さは，吹越層におよばない．．
　ま　　と　　め
　1.甲藤・須鎗（1956）4）により，荻野層とされた永瀬ダム付近の堆積層は萩野層産化石との比
較から，そのファウナは異なっており，時代的にも異なる堆積物と思われるのでこの部分を吹越層
として荻野層から分離した.
　2.吹越層は，おそらく　Upper Albian～Lower Cenomanian にかけての上方粗粒化を示す堆
積相である.
　3.吹越層は，下位は鳥巣統と断層関係で，上位は永瀬層に漸移する．
　４．吹越層の分布はせまく，一般にＥＮＥ～ＷＳＷの走向を示し，北へかなり急傾斜した単斜構
造を示している.
　5.吹越層上部層中部に産するPterotrigonia (Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎtａ)imaれiｓhii（ＮＡＫＡＮＯ）は，北
海道のホロンベツ層から記載されているので，ホロンベツ層の地質時代は，おそらくUpper most
Albian～Lower Cenomanian であると推定される．
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